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紫外線発光ダイオード（UV-LED）は波長によって 

標的となるウイルス構成分子が異なることを発見 

 
 
【本研究の概要】 

紫外線は非加熱で被照射物を殺菌可能であることから、医療や食品衛生などの

幅広い分野で利用されています。現在、紫外線殺菌灯には水銀ランプが広く用いら

れていますが、近年では水銀フリーの紫外線光源である UV-LED が注目されていま

す。紫外線は、波長によって UVA（315～400nm）、UVB（280～315nm）、UVC（10～

280nm）にわけられ、UVA から UVC までの様々な UV-LED の開発が進められていま

す。しかし、波長の違いによる病原ウイルスの不活化メカニズムの詳細は明らかに

なっていません。そこで本研究では、ピーク波長の異なる UV-LED を 1 型単純ヘル

ペスウイルス（HSV-1）に照射し、その不活化効果の評価と標的となるウイルス構成

分子を同定することを目的としました。 

ピーク波長 UVA や UVB-LED 照射は、ウイルスタンパク質（gD、ICP0）の検出量を

低下させました。UVC-LED 照射はウイルス DNA の光産物の形成量を増加させたこ

とから、ウイルスゲノムに傷害を与えたことがわかりました。さらに、UVC-LED 照射

はグリセロリン脂質やスフィンゴ脂質の検出量も変化させました。照射によるこれら

のウイルス構成分子の変化は、感染力価の変化と高い相関を示したことから、ピー

ク波長によってUV-LED照射は異なる構成分子を標的とすることで、ウイルスを不活

化した可能性が示唆されました。これまで、UVC 照射によるウイルス不活化は、ウイ

ルスゲノムへの傷害によるものと考えられていましたが、エンベロープ（ウイルスの

外膜）を構成するリン脂質へ作用していることがわかりました。近年、ウイルスエンベ

ロープのグリセロリン脂質は宿主細胞への接着に重要であることが複数報告されて

いることから、ウイルス脂質が感染予防における新たな標的分子となる可能性が示

されました。本研究で対象とした単純ヘルペスウイルスは、新型コロナウイルスと同

様にエンベロープを有するウイルスです。本研究は、ウイルス感染症対策の新たな

手法の開発に寄与するものと期待されます。 
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本研究の概要図 

 

【学術誌への掲載状況】 

『UV-LED irradiation reduces the infectivity of herpes simplex virus type 1 by targeting 
different viral components depending on the peak wavelength. 
（紫外線発光ダイオードの照射は、そのピーク波長によって異なるウイルス分子を標的

にすることで 1 型単純ヘルペスウイルスの感染性を減弱する）』 
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